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市政だより
人口の動き

， ~ 1回現在 前月比

人口1t62.34S+ 62 

男 29.田2+ 13 
女 32.414+ 凋

世俗lil1.凹2+ 闘

法律相続日
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子供達の心にとふるさととを O 

サツマ芋の苗さし 大付青年会蔵所〈絹本筋理事長〉主鍋による「ー坪

鳳掛Jサツマ字の箇さしが、 8月1.目安繕大幅入口の

市街地を利用して行われました.

ζ@白旗ヲたのは家族づれや子供会の人速で約

?明人でした.

ζのー坪腹開位、背少年脅威のー環として企画され

たもので、子供遠の心にふるさとや友情の織を、また

規子の対，.というものを土とrrの中で堵えさせようと

いう乙 ζ ろみです.

a惨加した人，iJ!Iま.芋の菌を一本.一本でいねいに白血

え、駄の収覆時を夢みはがら、業しいひとときを過し

ました.
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参議院議員通常選挙
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tJllllIlIlIllIllIllIIlIlIlIlIllIllIlIlIlIlIllIlIllIllIllIlIlIlIlIlIlIlIlIlIllllIllIllIllIllI1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

水もごすまいト』仇

一票も空気も

O
選
挙
公
報
は
届
き
ま

し
た
か

候
補
者
の
氏
名
・

経
歴

・
政
見

な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
町

務
連
絡
員
を
経
由
し
て
配
布
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
お
手
も

と
に
届
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

選
挙
公
報
を
よ
く
読
み
、
よ
く

考
え
て
投
票
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

O
投
票
所
に
は
必
ず
入

場
券
を
も
っ
て

投
票
所
入
場
券
は
届
き
ま
し
た

か。
ま
だ
届
い
て
い
な
い
人
は
選
挙

管
理
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
て
下

き
い
。投

票
所
に
は
必
ず
入
場
券
を
持

参
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
な
く
し
た
り
し
た
時
は

そ
の
旨
投
票
所
の
受
付
へ
申
し
出

中

立

会

演

説

会

…
7
月

6

日

…

ν

午

後

7
時

か

ら

れ

市

民

会

館

一

~
参
議
院
長
崎
県
選
出
議
員
通
ま
す
の
で
多
数
お
で
か
け
下
さ
い

ν
常

選

挙

の

立

会

演

説

会

を

行

い

い

。

ム

※
 

て
下
さ
い
。

。
投
票
日
に

ク
サ
イ
レ
ン
ク

七
月
十
日
の
投
票
日
に
は
4

サ

イ
レ
ン
d

を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
火

災
と
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い。

午
前
七
時
(
投
票
開
始
時
刻
)

に

一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

O
投
票
所
に
点
字
投
票

の
氏
名
掲
示

今
度
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

で
は
点
字
で
投
票
さ
れ
る
人
の
た

め
に
全
国
区

・
地
方
区
と
も
点
字

に
よ
る
氏
名
掲
示
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
な
人
は
投
票
所
受
付
で

申
し
出
て
下
さ
い
。

。
開
票

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
開
票

は
市
民
体
育
館
で
午
後
七
時
三
十

分
か
ら
始
め
ま
す
。

少

年

補

導

員

を

委

嘱

-圃.¥¥

'-

少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
少
年
の

非
行
、

事
故
防
止
や
健
全
育
成
の

諸
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
特

に
少
年
の
補
導
に

つ
い
て
は
、

重

点
を
お
き
、
次
の
五
十
人
の
人
々

を
、
ニ
カ
年
間
少
年
補
導
員
と
し

て
委
嘱
し
、
そ
の
任
に
当
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ム
補
導
員
氏
名

。
三
浦
・
鈴
田
班
上
野
義
成
、

原
正
夫
、

一
瀬
一

春

o

東
大
村
・
大
村
班
向
井
拾
喜

和
田
満
、
浅
倉
孝
、
松
尾
忠

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

相

談

下

さ

い

喜
、
泉
澄
子

。
三
城
班
井
上
和
東
二、

渡
辺

博
之
、
中
嶋
米
雄
、
山
本
豊

餅
田
千
代

。
中
央
班

奥
平
義
治、

井
上
宏

江
原
緩
之
、
前
川
茂
、
加
藤

富
子

。
西
大
村
班

朝
長
嗣
太
、
田
崎

敏
昭
、
森
永
裕
幸
、
古
賀
昇

。
竹
松
班

林
淳

て

川

竹
安
雄

松
尾
守
補
、
赤
木
信
夫
、
山

下
光
彦
、
村
井
岩
見

。
福
重
・
松
原
班

平
岩
利
徳
、

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

一

花

苗

を

配

布

し

ま

す

一

市

民

憲

章

推

進

協

議

会

一

一

市

民
憲
章
推
進
協
議
会
で

は

期

目

七
月

七

日

ま

で

一

一
7

リ
i
-コ
ー
ル
ド
の
花
苗
を

配

申

込

方

法

市
社
会
教
育
課
へ

一

一
布

し

ま

す

。

電

話

で

申

込

ん

で

く

だ

さ

い

一

一

ご

希

望

の

団

体

は

期

日

ま

で

皿

三
|
四
一
一
一
一

一
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一

松
井
ま
こ
と
、
田
中
昇

。
萱
瀬
・
黒
木
班
西
山
昭
、

井

手
寿
利
、
北
川
操

。
中
学
校
班

田
川
芳
明
、
津
田

清
、
藤
崎
芳
憲
、
堀
蔵
、
小

溝
秀
昭
、
雪
山
治

。
高
校
班

糸
屋
実
、
早
瀬
利

一

郎
、
赤
羽
明
正
、
首
藤
昌
史

松
谷
重
雄
、
益
田
松
美

。
商
庖
班

青
木
勘
十
、
小
森
伝

増
田
弘
、
尾
崎
嘉
生

o
o
c
o
 

少
年
に
つ
い
て
の
悩
み
や
因

っ

た
問
題
に
つ
い
て
は
、
少
年
セ
ン

タ
ー
か
、

少
年
補
導
員
の
人
に
ど

相
談
下
さ
い
。

中
央
公
民
館
内

(
凪
二
|
四
三
二
一
)
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復活
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環

と
し
て
大
村
市
で
は
市
内
の
小
・

中
学
生
、
高
校
生
の
ポ
ス
タ
ー
展

及
び
弁
論
大
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

市
民
各
位
の
ご
観
覧
C
拝
聴
を 全

国

一

斉

に

実

施

中

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
七
月
十
六
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

市
民
会
館
三
階
大
会
議
室

大
村
市
実
施
委
員
会

更
生
保
護
協
会
大
村
支
部

大
村
区
保
護
司
会

主場
催 所

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う
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国;

保

相
号火
員火

た
は
前
六
カ
月
聞
に
通
算
し
て
七

十
八
日
分
以
上
の
保
険
料
を
納
付

し
て
い
な
け
れ
ば
江
ら
な
い
)

国
保
の
被
保
険
者
が
日
雇
健
保

に
移
っ
た
場
合
で
、
現
に
傷
病
の

た
め
療
養
の
給
付
を
受
け
て
い
る

人
は
、

傷
病
が
継
続
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
保
の
給
付
が

打
ち
切
ら
れ
、
日
雇
健
保
か
ら
は

受
給
で
き
な
い
と
い
う
乙
と
に
な

り
ま
す
。

①
そ
乙
で
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を

避
け
る
た
め
に
、
国
保
の
被
保
険

者
が
旦
雇
健
保
に
移
行
し
て
国
保

の
資
格
を
失
な
っ
た
場
合
で、

現

に
療
養
の
給
付
を
受
け
て
い
た
と

が己は
、
そ
の
傷
病
に
つ
い
て
は
継

続
し
て
国
保
か
ら
療
養
の
給
付
を

療
養
給
付
に
つ
い
て

ご
存
じ
で
す
か

国
民
健
康
保
険
か
ら
日
雇
健
康

保
険
に
移
っ
て
も
、
引
続
き
国
保

か
ら
療
養
の
給
付
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が

⑨
国
保
の
療
養
の
給
付
(
保
険
で

病
院
芯
ど
陀
が
か
ら
れ
忍
乙
と
)

は
、
国
保
の
被
保
険
者
の
疾
病
又

は
賀
傷
に

つ
い
て
行
わ
れ
る
も
の

で
す
か
ら
、
そ
の
人
が
日
雇
健
保

の
一
被
保
険
者
ま
た
は
そ
の
被
扶
養

り

者
と
な
っ
て
国
保
の
資
格
を
失
な

っ
た
場
合
に
は
、
国
保
の
給
付
は

行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑨
し
か
し
な
が
ら
、
日
雇
健
保
の

療
養
の
給
付
を
受
け
る
た
め
に
は

一
定
の
受
給
要
件
が
満
た
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
で
い
ま
す
。

(
は
じ
め
て
療
養
の
給
付
を
受
け

る
日
の
属
す
る
月
の
前
二
カ
月
に

通
算
し
て
二
十
八
日
分
以
上
、
ま

f
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f
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J
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z
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事
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も
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成
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ゾ

~
翻
酒
器
簿
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繍
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繍
繍
ww山内
取引

M
Kじ
れ
い
し
も
よ
絞
殺
齢
齢
齢
ぶ
主

J
rI

臨
勝
れ
船
齢
麟
機
関

汚
泥
乾
燥
設
備
(
清
掃
セ
ン
タ
ー
)
一

J

園
田
覇
関
欝
韓
関
醐
蹄
圃
園

、
機

J

V

闇
圃
睡
眠
眠
臨
醐
醐
醐
闇
醐
j
MM品川

汚

泥

し
尿
処
理
施
設
の
乾
燥
設
畑
の
土
壌
改
良
剤
に
各
市
で
も
使
J

E
・
E
・-圃園自国闘圃
E
E割
細

川王吹竹
山

白
圃
圃
園
田
園
盟
盟
国
期

3
h備
が
ま
も
な
く
完
成
し
ま
す
が
、
用
さ
れ
好
評
で
す
o

r

ん

白

圃

圃

圏

醐

麟

鴎

棚
議

乾
燥
さ
れ
た
汚
泥
(
水
全
一一O
M
N
)

@
乾
燥
汚
泥
は
含
水
警
一
一

O
%、
い

悶

盟

国

鵬

翻

闘

闘

関

川
一
市

を
野
菜
畑
の
土
壌
改
良
用
に
還
元
粒
子
状
で
極
め
て
取
扱
い
が
よ
い
V

F

闘
関
掴
圃
圃
闘
闇
醐
圃
圃
圃
圃
圃
朝
一総務総叩

臨
臨
醐
醐
闘
醐
圃
圃
圃
園
田
ト?
と
が

し
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
清
掃
課
@
肥
効
成
分

(
三
次
市
の
分
折
に
J

Q
組
組
組
組
欄
翻
組
組
額
引
)一-A

へ

申

込

ん

で

く

だ

さ

い

。

よ

る

)

は

J
窒
素
四

・
三
Mm
、
燐
ゾ

泌

総

議

織

機

撃

職

戦

乾

燥
汚
泥
の
肥
効
成
分
な
ど
は

酸
四
・
男
、

片
リ

οご
一
一
労
、
一

V

(

汚

泥

乾

燥

装

置

)

お

お

む
ね
次
の
と
お
り
で
、
野
菜

有
機
分
五
ニ
・
九
切
で
す

J

~
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乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

受
け
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

④
国
保
の
継
続
給
付
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
、

国
保
資
格
喪
失
後

十
日
以
内
に
、
そ
の
傷
病
に
つ
い

て
の
受
診
開
始
年
月
日
や
病
院
、

診
療
所
(
医
院
)
の
名
称
な
ど
を

記
載
し
た
申
請
書
を
保
険
者
(市
)

に
提
出
し
て
継
続
療
養
証
明
書
の

交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。①
な
お
、
乙
の
継
続
給
付
は
日
雇

健
保
の
受
給
資
格
が
発
生
し
た
と

き
、
ほ
か
の
社
会
保
険
に
移
行
し

た
と
き
、
ま
た
は
国
保
の
資
格
を

失
な
っ
て
か
ら
ホ
カ
月
を
経
過
し

た
と
き
に
は
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
日
雇
健
保
の
特
別
療
養

費
の
受
給
資
格
が
あ
る
間
は
停
止

さ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

O 

O 

O 

7
月
の
納
税
は
、

資
産
税

2
期
と
国
民
健

固
定

康
保
険
税

1
期
分
の
納

期
月
で
す

納
期
を
忘
れ
ず
自
主

納
税
が
で
き
る
納
税
組

合
に
加
入
し
マま
し
ょ
う

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

0
0

つ
0

0

0

0

布
団
の
洗
濯
・
乾
燥
を

無

料

で

行

い

ま

す

市
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
ま

た
は
ね
た
き
り
老
人
の
安
眠
と
保

健
衛
生
の
向
上
を
図
り
福
祉
の
増

進
に
資
す
る
た
め
、

常
時
使
用
さ

れ
て
い
る
布
団
の
洗
濯
、
乾
燥
を

無
料
で
行
い
ま
す
。

次
の
各
号
に
該
当
す
る
人
で
希

望
さ
れ
る
人
は
地
区
民
生
委
員
を

通
じ
て
福
祉
課
へ
申
込
ん
で
下
さ

対
象
者

。
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
ひ

梅雨 明 け には-1

i一大掃除

と
り
暮
ら
し
老
人
で
低
所
得
の

人
。
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
ね

た
き
り
老
人
(
同
居
の
生
計
維

持
者
が
所
得
税
の
非
課
税
世

世

情

)

対
象
寝
具

掛
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布
そ
れ

ぞ
れ
各

一
枚

実
施
自
に
つ
い
て
は
、
後
日
連

絡
し
ま
す
。

，、，‘.・、，‘.・‘，‘
.. 、，‘，.‘
，‘.・、‘，・、
，‘.・、，‘，・、
，、，.. ，、，E

・.，‘，‘

.e、，‘.・、，‘，・、，‘，・.，‘，‘.，、，
E
ミ

を

今
年
は
陽
性

型
の
梅
雨
と
い

わ
れ
て
お
り
、

各
地
で
集
中
豪

雨
に
よ
る
被
害

が
続
発
し
て
い

ま
す
が
、
あ
と

半
月
も
し
ま
す

と
梅
雨
も
明
け

本
格
的
な
夏
が

や
っ
て
き
ま
す

各
町
内
は
毎

年
梅
雨
明
け
頃

か
ら
大
掃
除
を

.
実
施
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
次
の
要

領
で
町
内
一
斉
大
掃
除
を
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

O
家
の
周
囲
、
あ
き
地
の
雑
草
の

除
去
及
び
庭
先
に
放
置
さ
れ
た

雨
水
の
た
ま
る
器
の
除
去

O
側
溝
の
清
掃

O
畳
の
下
、

床
下
の
清
掃
を
行
い

通
風
を
よ
く
し
て
乾
燥
さ
せ
る

O
台
所
、
調
理
室
の
清
掃
並
び
に

整
理
整
と
ん

O
ゴ
キ
ブ
リ
、
ハ
ェ
、
ヵ
の
駆
除

活
動
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市民交通傷害保険

昭和52年 7 丹 ~l 日
1I11111111111111111111111111111111111111111111111111UIIIIIIIIII1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111¥1 

付受入力日動移

交
通
事
故
の
保
障
は
市
民
の
総

力
で
と
い
う
事
で
、
乙
の
市
民
交

り

通
傷
害
保
険
が
誕
生
し
ま
し
た
が

ま
だ
多
く
の
人
が
加
入
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
ひ
と
り
で
も
多
く
加

入
し
て
も
ら
う
よ
う
移
動
加
入
受

付
を
実
施
し
ま
す
。

ま
だ
加
入
し
て
お
ら
れ
な
い
人

は
も
よ
り
の
場
所
で
加
入
手
続
き

を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

。
掛

金

一

人

月
額
四
十
円
(
七

月
か
ら
加
入
の
場
合
三
百
六
十

円
)

。
保
険
金
企
死
亡
八
十
万
円
A

後
遺
症
五
十
万
円
企
け
が
の
場
合

は
治
療
期
聞
に
応
じ
て
五
千
円
か

ら
十
二
万
円

。
実
施
期
間
七
月
十
一
日
か
ら

七
月
十
五
日
ま
で
、
実
施
期
間
外

は
、
市
生
活
環
境
課
、
各
出
張
所

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

。
実
施
日
程
下
表
の
と
お
り

市民交通傷害保険移動加入受付日程表

月日 l 場 所 |時 間

7111久原団地|ル 11:30
(月)アーケード西沢前 13:30......16:30

| |池田公民館 9:00......10:00 

7.12池田住宅公民館 10: 30......11: 30 

(火) 諏 訪 公 民 館 13:30......14:30 

|古町住宅遊園地 15:00.-..-16:00 

7.13 植 松公民館 13:00-14:00
(水〉

市民会 館 前 14:30-16:00

7M|杭出津住宅公民館 1930~1130

(木) アーケード白石理容院角 13:30......16:00

7151水田住宅2区公民 館 9:30......11:30

(金)アーケード徳 田屋前 13:30......16:00

飲
酒
運
転
す
る
と

免
許
証
が
赤
く
な
り
ま
す

飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通

事
故
を
絶
滅
す
る
こ
と
は
、
県
民

あ
げ
て
の
願
い
で
あ
り
ま
す
が
、

; 
ん 場 しの
かを乙た水市 ~ 
ら経の。蓮は 亘主
い営草色の、 J 
たさ魚 芸 池 乙 色
だれはご うにの d 

いて、 草 ほ ふ
たい沖 魚ど 』

もる田を大 弁{r
の渡郷 放村 + ぱ人

で辺の 流公人 -i"#

:えを霊 長男村 υiLJ

，"" /ー、
い水が繁 :ぶ 650 
2主25童圏匹
期治なて池 m ¥ 
待にどいに V../ 

し役をまは 『レ
て立食す 水 .fJ、
いつベ がも 建

まの る、やま
すでの乙水油
。はでの草 '巴

※ 

日か7月 11 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

依
然
と
し
て
飲
酒
運
転
が
跡
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
悪
質
危
険
な
ド
ラ
イ

バ
ー
を
車
社
会
か
ら
排
除
す
る
た

め
取
締
り
と
併
せ
今
度
行
政
処
分

の
面
か
ら
次
の
方
法
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。

。
従
来
行
政
処
分
に
よ
っ
て
運
転

免
許
の
停
止
を
受
け
ま
す
と
、
明

免
許
証
の
裏
面
に
処
分
年
月
白

処
分
日
数
(
短
縮
日
数
)
が
黒

字
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

六
月
一
日
か
ら
乙
の
処
分
理
由

が
飲
酒
運
転
が
含
ま
れ
る
と
記

載
は
赤
字
で
な
さ
れ
て
い
ま
す

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

。
こ
の
よ
う
に
赤
字
記
載
が
な
さ

れ
た
飲
酒
運
転
の
前
歴
の
あ
る

行し人
い 7こが

場
乙 合 交
うは通
し行事
た政件
危 ー処
険 .分事
ドを故
ラ阜を
イく起

パ
ー
を

一
日
も
早
く
排
除
し
て

い
き
ま
す
。

安

全

運

転

者S

¥
D
 

運
転
者
の
皆
さ
必
安
全
運
転
者

の
印
で
あ
る
「
S
D
カ
l
ド
」
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
安
全
運
転
セ
シ
タ
ー
で

は‘

免
許
取
得
者
で
過
去

一
年
以

ょ
、
無
事
故
、
無
違
反
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
安
全
運
転
者
の
証
明

書
と
も
い
え
る
S
D
〔セ

l
フ
。

ド
ラ
イ
バ
ー
〉
カ
ー
マ
を
交
付
し

ま
す
。S

D
カ
l
ド
の
交
付
を
受
け
た

い
人
は
最
寄
り
の
警
察
署
に
あ

る
用
紙
に
無
事
故
、
無
違
反
証
明

書
の
申
請

(一

通
六
百
円
)
を

t

る
と
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

。
今
後
飲
酒
運
転
を
す
る
と
免
許

証
を
更
新
す
る
ま
で
の
三
年
間

は
、
免
許
証
の
赤
字
が
消
え
な

い
乙
と
に
な
る
訳
で
す
か
ら
、

こ
う
い
う
心
理
的
な
抑
止
効
果

に
よ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
自
し

ゅ
く
を
促
す
と
い
う
効
来
も
期

待
し
て
い
ま
す
。

iこ

カ

で
審
査
の
上
、
無
事
故
、
無
違
反

証
明
書
と
併
せ
て

S
D
カ
l
ド
を

郵
送
し
ま
す
。

乙
の
カ
!
ド
は
運
転
免
許
証
と

同
じ
大
き
さ
で
、
ビ
ニ
ー
ル
製
、

グ
リ
ー
ン
地
に
白
で
「
S
D
」
と

書
か
れ
て
お
り
、
運
転
席
.
サ
イ

ド
ウ
イ
ン
ド

(
運
転
を
妨
げ
な
い

所
)
に
貼
る
乙
と
に
よ
り
、
安
全

運
転
者
と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
を

も
っ
て
模
範
運
転
の
意
識
を
継
続

し
て
持
っ
て
も
ら
い
併
せ
て
交
通

事
故
防
止
、
安
全
運
転
に
留
意
し

て
運
転
を
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

禽

品

商

品

部

品

商

品

百

農
家
の
花
嫁
八
婿
)
の
相
談
は

各

地

区

農

協

支

所

長

さ

ん

ま

た

は

農

業

委

員

さ

ん

へ

ど

う

ぞ

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

r....:::・...._.....

り

せ

お

し

りおおむ市政だより 曽(5)'， 

-
胃
.
力
、
〆
の
集
団
検
診

全
国
の
死
亡
統
計
を
み
ま
す
と

三
十
五
歳
を
過
ぎ
る
乙
ろ
か
ら
ガ

シ
で
死
亡
す
る
人
が
ふ
え
六
十
四

歳
ま
で
は
死
因
の
ト
ッ
プ
に
あ
り

ま
す
ρ

特
に
一胃
ガ
ン
は
日
本
人
に
多
く

世
果
的
に
も
一
番
と
い
う
あ
り
が

た
く
な
い
ラ
ン
ク
づ
け
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
胃
ガ
ン
検

診
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

乙
の
機
会
に
是
非
受
診
さ

F

れ
健

康
を
確
認
し
ま
し
ょ
う。

対
象
者
四
十
歳
以
上
の
人

料

金

無

料

実
施
日
八
月
の
予
定

申
込
方
法
七
月
十
五
日
ま
で
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
を
ハ

ガ
キ
か
電
話
で
生
活
環
境
課
へ

7月 下旬の日曜当番医

日i診療科目 |医(病)院名 |所在地 |電話

H 整形外科松永整:形松並 2-4300

241内 科琴尾医 院 西 三 域 2-2056

，ペア 外 科 中島外科 西三城 2-3875 

H 耳鼻ー科 海江田医院 駅通り 2-3329 

川中一日町

2-2733 

H 整形外科牟田整形乾馬場 2-4501 

午前9時~午後6時診療時間

ご
連
絡
下
さ
い
。

実
施
人
員
三
百
人
に
達
し
た
場

合
は
締
切
り
ま
す
。

園

2
歳
児
健
康
診
査

異
常
を
早
く
発
見
し
、
健
や
か

な
心
と
体
の
発
育
を
促
す
た
め
に

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

対
象
昭
和
五
十
年
六
月
生
れ
を

対
象
と
し
ま
す
が
、
昭
和
五
十

年
一
月
か
ら
同
年
五
月
生
れ
の

人
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け

て
い
な
い
幼
児
も
、
お
受
け
下

さ
い
。

日
時
七
万
七
日
・
十
五
日

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
(
受

付
)

場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ

う
そ
う
な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い

る
お
子
さ
ん
は
、
次
回
に
お
受
け

下
さ
い
。

圃
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
も
健

康
相
談
を
受
け
て
い
な
い
乳
児
と

現
在
妊
娠
中
の
人
は
、
で
き
る
だ

け
お
受
け
下
さ
い
。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

七
月
の
日
程
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

田
被
爆
者
健
康
診
断

被
爆
者
健
康
診
断
が
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
す
。

O
場
所
及
び
日
程
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

O
対
象
者
に
は
個
人
あ
て
通
知
し

ま
す
。詳

し
く
は
大
村
保
健
所
ま
た
は

市
役
所
福
祉
課
社
会
係
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

O 

。
。
。

月日 |時 間 l場 所 !対 象

?月 5日 9:30......11:00 大村保健所 生後3ヵ月までの乳児

7月11日193:1300~~1151::000 0 竹松出張所 乳幼児

7月12日 9:30......11:00 大村保健所生後4カ月-6カ月の乳児

9:30......11:00 H 生後7カ月以上の乳児
7月19日

13:30......15:00 福重出張所 妊婦と乳幼児

7月25日 9 :30--11: 00 三浦出張所 11 

※
大
村
、
西
大
村
地
区
の
人
は
、

大
村
保
健
所
を
ご
利
用
下
さ
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

月 日 |場 地 区

T月【火19)日I竹松出張所 |i|竹松峰原地地区区、福重地区

7月(水2D)日 大村地区の一部

) 萱瀬地区

大村地区の一部

1

7州市役所轄1会議室|大村地区白一部

1l7
月(水
27〉日BI中地区公民館

1
西大村地区の一部

被爆者検診日程
「ご寄付 t 

E ありがとうございました」

一清和国一

ム
久
原
団
地

の
船
本
行

徳
さ
ん
は

青
菜
三
・

五
キ
‘ロ、

白
菜
八
キ

ロ
、
キ
ャ

ベ
ツ
三
キ

ロ
A
富
/
原
の

一
楽
ウ
メ

さ
ん
は
、

大
根
三
十

キ
ロ

ム
日
本
専
売

公
社
大
村

営
業
所
は

煙
草
二
百

十
個

ム
水
田
町
の
水
田
老
人
会
代
表
者

古
川
林
さ
ん
外
二
十
人
は
、
菓

子
五
キ
ロ

ム
萱
瀬
老
人
ク
ラ
ブ
琴
友
会
代
表

者
宮
田
保
二
さ
ん
外
十
六
人
は

鰻
頭
七
キ
ロ

ム
長
崎
市
三
期
会
代
表
者
中
村
道

子
さ
ん
外
二
十
九
人
は
、
菓
子

八
キ
ロ
一、
舞
踊
慰
問

ム
池
田
九
区
の
吉
田
政
夫
さ
ん
は

ジ
ュ
ー
ス
七
十
二
本

ム
片
町
の
大
村
遊
漁
組
合
長
笹
田

藤
吉
さ
ん
外
四
人
は
、
キ
ス
七

キ
ロ

ム
宮
小
路
の
山
下
イ
シ
さ
ん
は
、

人
形
十
個
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期
日

第
一
臼
七
月
十
九
日

第
二
日

七
月
二
十
六
日

第
三
日
八
月
二
日

受
講
時
間
午
前
十
時

t

税
務
大
学
校
に
は
、
国
家
公
務

午
後
三
時

員
採
用
試
験
(
税
務
)
の
合
格
者

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

の
中
か
ら
採
用
さ
れ
た
人
が
入
校

定

員

百

人

し
ま
す
。

※
講
師
の
都
合
で
一
部
変
更
す
る

受
験
資
格
昭
和
三
十
二
年
四
月

司

場
合
が
あ
り
ま
す
。

一一日

t
昭
和
三
十
五
年
四
月

一

日
生
れ
の
男
子

願
書
受
付
七
月
十
三
日
(
水
叫

ー
七
月
ユ
十
二
日
(
金
)

願
書
提
出
先
人
事
院
九
州

事

務

表
目玉

‘局

2

a

，

-r

1

第
-
次
試
験
し
斗
十
月
二
日
(
日
)
一
日

試
一
酸
内
容
高
校
卒
業
程
度
の
教

史

、養
試
験
、
適
性
試
験
及
び
作
文
人

ぺ
試
験

-

i
J

e

h

a

J

老

※
間
合
せ
也
福
岡
国
税
局
大
事
第

二
課
試
験
研
修
係
九

E
O丸
二

|
四
一
一

l
O
O三
一
内
線
二

一
一
七
)
、

，ま
た
は
最
寄
り
の

税
務
署
へ

(6) 

募

恥集.• 

り

-
税
務
大
学
校
学
生

おお む市政だより

-
老
入
大
学
受
講
者

お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
教
養
の
向
上
と
生
き
が
い

を
高
め
る
た
め
、
次
の
と
お
り
老

人
大
学
を
開
校
し
ま
す
。

ぃ
受
講
希
望
者
は
市
福
祉
課
ま
た

は
老

λ
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

へ

申
込
ん
で
下
さ
い
。

※ 

午則 l午後
講座名 |講師名 講座名 |講師名

一般教養小松昌幸保健栄養氏福豊志

26日郷土史佐竹，茂、趣 味諸富修一

8/2日生dきがい 中島健吉I時事問題井手優

一川一凶

園
大

出村
演ま
団つ J

体り
の

十
一
月
三
日
開
催
予
定
の
大
村

ま
つ
り
出
演
に
つ
い
て
は
、
従
来

大
村
祭
協
賛
会
に
お
い
て
各
団
体

な
ど
に
出
演
を
依
頼
し
て
い
ま
し

た
が
、
乙
の
ほ
か
に
市
内
全
域
か

ら
の
出
演
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

-参
加
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
お

申
込
み
下
さ
い
。

申
込
期
限
七
月
三
十

一
日
ま
で

申
込
及
び
問
い
合
せ
先

荷
工
会
議
所
，ま
た
は
市
商
工
観

光
課

な
お
、
出
演
に
つ
い
て
は
、
大

村
祭
協
賛
会
で
選
定
し
ま
す
。

講
習
会
と
試
験

園
小
型
船
舶
操
縦
士
の

講
習
会
と
試
験

五
ト
ン
未
満
の
動
力
船
(
遊
漁

船
な
ど
)
の
操
縦
に
は
免
許
が
必

要
で
す
ι

つ
ぎ
の
と
お
り
講
習
会
ど
試
験

が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
免
許
取

得
希
望
の
人
は
受
講
し
て
く
だ
さ

講
習
会

学
科

実
技

試
験学

科
実
技

七
月
九
日

l
十
三
日

七
月
十
六
日
か
ら

日 七 七
月月

十十
八六
日日

十

申
込
締
切
日
七
月
八
日

申
込
み
と
問
い
合
せ
先

日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構

市
内
片
町
一
七
五
l
三

渡
辺
芳
明
さ
ん

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

E
二
1
二
八
三
ι

園
弓
道
教
室

日
本
古
来
よ
り
伝
承
さ
れ
た
弓

道
に
関
心
を
も
ち
、

精
神
修
養
と

健
康
づ
く
り
に
興
味
を
も
っ
て
お

ら
れ
る
初
心
者
を
対
象
に
弓
道
教

室
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
七
月
十
二
日

l
八
月
三
十

日
毎
週
火
曜
日

・
金
曜
日
(
十

五
回
)
午
後
七
時

t
九
時

場

所

市

営
弓
道
場

対
象

d

成
人
男
・
女

』

定
員
二
十
人

受

講

料

無
料
〈
但
し
、
教
材
費

と
し
て
千
円
程
度
)

申
込
方
法
住
所
、
氏
名
、
年
齢

職
業
、
電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か

電
話
で
市
体
育
課
、
ま
た
は
市

農
業
委
員
会
事
務
局
佐
藤
さ
ん

ま
で

(定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
)

主
催
大
村
市
弓
道
協
会

-
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

教

ー
ゲ
i
ム
専
科
|

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、

仲
間
づ
く
り
と
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

を
し
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
心
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
人
は

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

耳

と

言

葉

の

相

談

日

7
月

刊

日

午

後

1
時

i
4時

福

祉

セ

ン

タ

ー

多
数
ど
参
加
下
さ
い
。

日

時

七

月
J

十
八
日
〈
月
)
・
十

九
日
(
火
)
二
日
間

午
後
七
時

l
九
時

内
容

準
備
の
い
ら
な
い
ゲ
l
ム

い
ま
す
ぐ
の
ゲ
l
ム
、
ジ
ャ
ン

ケ
ン
ゲ
l
ム、

室
内
ゲ

l
ム
な

シ」
場
所
中
央
小
学
校
体
育
館

主
催
大
村
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
ク
ラ
ブ

後
援
市
教
育
委
員
会

申

込

住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
七

月
十
六
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
電

話
で、

玖
島
郷
二
五
市
社
会
教

育
課
へ

※
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
教
室
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
計
画

。
八
月
、
レ

ク
ダ
ン
ス

。
九
月
、
ソ
ン
グ

。
十
月
、

軽
ス
ポ
ー
ツ

。
十
一

月
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
、
マ
ジ
ッ
ク

融

資

-
中
元
特
別
融
資

対
象
市
内
で
一
年
以
上
事
業
を

継
続
し
て
い
る
事
業
所

使
途
及
限
度
額

運
転
資
金
二
百
万
円
以
内

融
資
期
間

昭
和
五
十
二
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

利
息
(
含
保
証
料
)

七

・

五

Mm

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
ま
た

は
商
工
会
議
所
へ

目
無
担
:
保

圃

制

度

融

資

-

E
無
保
証
人

対
象

。
市
内
で

一
年
以
上
事
業
を

営
ん
で
い
る
乙
と

。商
工
会
議
所
の
指
導
を
受

け
て
い
る
乙
と

使
途
及
限
度
額

運
転
資
金
百
五
十
万
円

設
備
資
金
二
百
五
十
万
円

融
資
期
間

運
転
資
金
二
年
以
内

設
備
資
金
三
十
九
カ
月
以
内

利
率

七

・
O
M
m

※
詳
し
く
は
商
工
会
議
所
へ

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い



乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

校
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
昭
和
五
十
二
年
度
全
日
本
六

人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
中
学
生
男
女

選
手
権
大
会
大
村
地
区
予
選
会

(兼
昭
和
五
十
二
年
度
全
九
州
中

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
選
手
権

大
会
)
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す。〈
男
子
〉

一

位

萱

瀬

中

二

位

西
大
村

中

三

位

郡

中

四

位

玖

島
中

〈
女
子
〉

一
位

萱

瀬

中

二
位

西

大

村

中

三

位

玖

島

中

四

位

郡
中

※
男
女
一

・
二
位
は
七
月
二
十
三

日
l
二
十
四
日
の
長
崎
県
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

の
と
お
り
受
付
け
ま
す
。

登
録
が
漏
れ
る
と
解
団
と
み
な

さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な

ど
に
出
場
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

尚
、
団
員
名
簿
、
登
録
用
紙
は

市
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限
七
月
十
五
日

対
象

小
学
校
四
年
以
上
中
学
三

年
ま
で
の
男
女

提
出
先

市
体
育
課

※
ク
ラ
ブ
組
織
の
少
年
団
で
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
に
登
録
し
た

い
少
年
団
及
び
指
導
者
(
有
料
登

録
)
は
、
登
録
用
紙
が
市
体
育
課

に
あ
り
ま
す。

日
時

八
月
七
日
(
日
)

場

所

市

民
体
育
館

参
加
資
格

大
村

・
東
彼
地
区
在

住
の
女
子

チ
l
ム
編
成

@
町
内
、
ま
た
は

隣
接
町
内
で
編
成

@
職
場
編
成

参
加
料

無
料

申

込

先

大

村
モ
デ
ル
シ
ョ
ッ
プ

東
三
城
町
三

(
皿
二
|
二
七
七

五
)

申
込
期
限

チ
ー
ム
編
成

刊
四
年
(
二
人
)

六
年
(
四
人
)

同

一
年
(二
人
)

三
年
(
四
人
)

川
学
年
の
制
限
を
し
な
い

参
加
資
格

本
年
度
、
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
に
登
録
し
た
少
年
団

申
込
締
切
日

七
月
二
十
日
(
水
)
午
後
五
時

市
教
育
委
員
会
体
育
課
ま
で

抽
せ
ん
会

二
十
五
日
(
月
)
午
後
五
時
半

市
役
所
第
一
会
議
室
の
予
定

昭和52年 7月 1日
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で
編
成
し
、
隊
内
居
住
者
の
出

場
は
認
め
な
い
。

。
女
子

・
十
九
歳
以
下(中

高
生
含
む
)
三
人

.
二
十

l
二
十
九
歳

(大
学
生
含
む
)四
人

・一
二
十
歳
以

上

二

人

町
内
単
位
で
編
成
し
、
百
世
帯

以
下
の
町
内
は
、
隣
接
町
内
の

合
併
を
認
め
る

(
二
町
内
か
ら

の
選
手
補
充
は
で
き
な
い
)

参
加
申
込

O
期
日
七
月
十
四
日
(
木
)
必
着

の
こ
と

O
宛

先

松

並

一
丁
目

西
大
村
中
学
校
内

森
永
裕
幸
先
生

O
参
加
料

千
五
百
円

ス
ポ

ー

ツ

五
年
(三
人
)

二
年
(
三
人
)

思
第

7
団
体
力
づ
く
り

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大

会

(
男
女

g
人
制
)

主
催

大
村
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

後
援
市
教
育
委
員
会

日

時

七

月
十
七
日
(
日
)
午
前
九

時
開
会
(
八
時
半
集
合
)

会
場

市
民
体
育
館

参
加
資
格

市
内
在
住
者

チ
I
ム
編
成

。
男
子

・
十
九
歳
以
下(中

高
生
含
む
)
三
人

.
二
十

t
二
十
九
歳

(
大
学
生
含
む
)
四
人

・
三
十
歳

以

上

二

人

町
内
、
ま
た
は
小
学
校
区
以
下

七
月
二
十
三
日

圏
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

八
月
六
日

1
八
日

制
小
学
生
の
部

同
中
学
男
子

的
中
学
女
子

国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

登

録

本
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団

員
名
簿
の
更
新
登
録
手
続
き
を
次

種期
目日

圏
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

の

結

果

六
月
十
二
日
(
日
)
中
央
小
学

り

園
第

3
回

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大

会

深堀 富 栄|武部郷105-5 野球

村島 康 司|本町3丁目445 水泳

朝野三郎武部郷120 陸上.体操

今村常夫 下 久 原481-3 剣道

仁田 勝俊原郷1016 陸上.相撲

仙波光 子ーの郷314-4 体操.レクリェ
ーション

渡海 昌俊一 久原郷51 野外活動.レク
リェーショジ

森林 亀雄水田一区甲ー7 TTパドミン

中島 泰 二木場郷536-1 バドミ ントン

久 保正治宮小路1τ目342-2バスケ ット .
水泳

白 浜千鶴子徳泉川内郷199 リズム運動

|阿比留 秀敏諏訪287-3 鳥4LJレ

川口 一 典武部郷128 ソフトボール

早田正裕古賀島町133-2 バレーボーノレ |

氏 福治昭乾馬場郷874-2 バレーボーノレ.
OL 

森上 吉 郎東諏訪住宅34 庭球

一 瀬 一 春岩松郷877 ソフ トボーJレ

猪股 趨 徳ーの郷50 庭球.OL

l松井ま山富揮335白1 lソフトボール

西 田 邦博鬼橋町206 . Iソフ トボール

ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

の
季
節
で
す
。

市
教
育
委
員
会

は
皆
さ
ん
の
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン

の
た
め

に
下
表
の
と
お
り

体
育
指
導
委
員
を

任
命
し
て
い
ま
す

各
地
域
の
体
育

振
興
の
プ
ロ
モ

ー

タ
ー
と
し
て
、
ご

相
談
下
さ
い
。

技

おおむ

「スポ-'')など相談は一|

一一 体 育 指 導委員へ一一

特

、，
.... 、，、
.. 
・.‘，也、・.・
.. 、，‘
.... ，‘，，
J

J

，，、，
.... 、，、・，・，‘，，、
.... ，‘，，.・.・
a

，、，
.... 、，、
.
J
.

・，‘，，、
..・
‘，、，‘.‘•. 
，‘2
e

・

一
、

社
会
福
祉
の
た
め
の
基
金
へ

一

、

久

原

郷

の
故
高
松
玄
治
さ
ん

寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
。

川

一
は
御
生
前
、
常
に
大
村
市
発
展
乙
の
尊
い
ご
意
志
を
十
分
に
一

叩
を
願

っ
て
お
ら
れ

ま

し

た

。

生

か

し、

福
祉
基
金
と
し
て
、
ん

ι

そ
の
御
遺
志
と
し
て
、
親
族

福

祉

行

政
に
活
用
さ
せ
て
い
た
叫

M

の
高
松
信
夫
さ
ん
は
、
社
会
福

だ

く
予
定
で

す

。

ん

祉

の

た

め

に

と

、

百

万

円

の

と

川

所

市政だより

住名氏

(7) 



(8) りお お む市政だより昭和52年 7月 1日
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も

よ

お

し

-
子
ど
も
の
た
め
の

天
体
観
測
教
室

天
体
に
関
心
を
も
っ
市
内
在
住

の
小
、
中
学
生
を
対
象
に
、
星
座

の
位
置
を
知
り
宇
宙
の
事
象
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

天
体
望
遠
鏡
の
取
扱
い
及
び
観
測

方
法
を
習
得
す
る
天
体
観
測
教
室

を
聞
き
ま
す
。

日
時
七
月
二
十
六
日

t
二
十
九

日
毎
日
午
前
十
時

l
正
午

八
月

一
日

t
四
日
毎
日
午
後

七
時
三
十
分

t
九
時

場

所

中

央
公
民
館

対
象

小
学
五
年

i
中
学
三
年

定

員

二

十
人

" 
「
勤
労
青
少
年
の

日
」
の
つ
ど
い

七
月
第
三
土
曜
日

は
「
勤
労
青
少
年
の

日
」
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

本
市
ホ
l
ム
で
は

乙
の
日
を
祝

っ
て
次

の
行
事
を
実
施
し
ま

す
の
で
多
く
の
若
人

が
参
加
し、

友
情
の

輪
を
ひ
ろ
げ
、
よ
ろ

若 人よ集れ

受
講
料

無
料

講
師

少
年
セ
ン
タ
ー
指
導
主
事

野
口
弘
満
先
生

申
込

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
学
校
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
申
込
ん

で
下
さ
い
。

電
話
で
も
受
付
ま
す

(定
員

に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
)

申

込

先

市
内
久
原
郷

一
の
一

中
央
公
民
館
血
二
l
四
三
二

一

園
大
村
子
ど
も
劇
場

み
ん
で
歌
お
う

d

サ
マ

l
コ
ン
サ
ー
トク

日
時

七
月
十
六
日

(土
)

午
後
六
時

t
七
時
三
十
分

光
と
緑
の
園
4

向
陽
寮
4

大
村
混
声
合
唱
団

会
場

出
演

乙
び
あ
い
、
は
げ
ま
し
あ
い
ま
し

ょ・
つ
。

日
時

七
月
十
六
日

(土
〉

午
後
六
時

l
午
後
九
時

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

(
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階
)

場
所

内
容

。
講
座
生
、
利
用
者
に
よ
る
生
花

の
展
示
、
茶
ノ
湯
の
ひ
ろ
う
、

お
菓
子
作
り
の
ひ
ろ
う

。
音
楽
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
に
あ
わ

せ
、
歌
や
ゲ
i
ム
に
、
フ
ォ

l

内
容

子
ど
も
の
歌
、
日
本
の
民

謡
、
み
ん
な
で
歌
お

う

外

入
場
料

無

料

主
催
大
村
子
ど
も
劇
場

後

援

市

教
育
委
員
会

連
絡
先

与
那
域
政
子
先
生

(古

賀
島
町
一
三
三
の
二
)

E
三
l
一二
三
三
九

圏
第

4
固

定

期

発

表

会

l

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
夕
べ

l

七
月
十
六
日

(
土
)

午
後
七
時
開
演

場
所

市
民
会
館

友
情
出
演

ニ
ュ

l
ビ
ッ
グ
カ
ン

ト
リ
l
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

演
奏
曲
目

「
小
さ
な
竹
の
橋
の

下
」
「
南
国
の
夜
」

「
忘
れ
な
草
を
あ
な
た
に
」
外

日
時

ク
ダ
ン
ス

O
楽
し
い
福
引
き
を
し
、
最
後
に

一

キ
ャ
ン
ド

ル
サ
ー
ビ
ス
を
し
て

お
別
れ

一

申
込

ホ
l
ム
利
用
の
資
格
を
有

…

す
る
満
十
五
歳
1
三
十
歳
ま
で

一

の
勤
労
青
少
年
で
各
職
場
、
ホ
日

l
ム
へ
七
月
十

一
日
(
月
)ま
で

一

※
尚
、
ホ
ー
ム
駐
車
場
は
台
数
に
…

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
自
動
車
利

一

用
は
な
る
べ
く
遠
覆
し
て
下
さ
い
…

当
日
は
各
部
屋
の
使
用
は
禁
止
一

し

ま

す

。

…

入
場
料

三
百
円

後
援

市
教
育
委
員
会

市
音
楽
団
体
協
議
会

問
い
合
わ
せ
先

也
二
l
六
五
四
七

(浅
倉
宅
)

圏
第
何
回

家
庭
教
育
映
画
会

「
と
り
も
ど
せ

子
ど
も
の
遊
び
」

あ
そ
び
を
失

っ
た
と
言
わ
れ
る

子
ど
も
達
。

子
ど
も
に
と
っ
て
遊
び
と
は
何

か
と
い
う
問
題
を
考
え
な
が
ら
、

子
ど
も
の
生
活
圏
で
あ
る
家
庭
、

学
校
、
社
会
に
お
け
る
あ
そ
び
の

特
質
を
明
ら
か
に
し、

子
ど
も
の

健
全
な
成
長
に
は
こ
れ
ら
三

つ
の

場
に
お
け
る
あ
そ
び
の
回
復
が
大

切
で
あ
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。

日
時

七
月
十
五
日
(
金
)

午
前
十
時

中
央
公
民
館

電
話
で
中
央
公
民
館
へ

血
二
l
四
三
二

一

映
画

申場
込所

相

き火
ログt

園
無
料
人
権
(
身
の
上
)

相
談
所
を
開
設

人
権
擁
護
委
員
会
で
は
、
身
の

ま
わ
り
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
で
悩

ん
で
い
る
人
の
た
め
に
、
次
の
と

お
り
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で

遠
慮
な
く
ど
相
談
下
さ
い
。

日
時

七
月
二
十
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

場
所

圃
登
記
相
談

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

日
時

七
月
八
日

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後

三
時
三
十
分

市
役
所
市
民
相
談
室

場
所

圏
手
話
相
談

ろ
う
唖
者
の
日
常
生
活
の
利
便

に
供
す
る
た
め
毎
週
木
曜
日
に
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
手
話
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

心
配
ど
と、

尋
ね
ど
と
な
ど
気

が
る
に
ど
相
談
下
さ
い
。

相
談
日

毎
週
木
曜
日

午
前
九
時

t
十
二
時

相
談
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

圃
血
液
相
談
窓
口
の

開
設

「愛
の
血
液
助
け
あ
い
運
動
」

が
県
下

一
斉
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
長
崎
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
で
は
、

血
液
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
し
た
。

場

所

佐

世
保
市
平
瀬
町
三

血
液
セ
ン
タ
ー
二
階
相
談
コ
ー

ナ
ー

E
O
九
五
六
!
@
六
三
七
七

相
談
事
項

O
献
血
の
仕
組
み
に
関
す
る
相
談

。
献
血
手
帳
に
関
す
る
相
談

O
血
液
検
査
に
関
す
る
相
談

O
血
液
製
剤
の
供
給
に
関
す
る
相

談
。
そ
の
他
血
液
に
関
す
る
相
談

-
図
書
館
だ
よ
り

マ
学
習
室
の
臨
時
間
室

七
月
十
日
に
実
施
予
定
の
第
十

一
回
参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
所

と
し
て
、

学
習
室
を
使
用
し
ま
す

の
で
七
月
九
日
(
土
)
十
日
(
日
〉

は
学
習
室
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

(
児
童
室
、
一

般
閲
覧
室
は
平
常

通
り
業
務
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
下
さ
い
)

マ
新
着

(
点
字
)
図
書

鳥
居
篤
治
郎
の
英
知、

外
来
語

集
、
点
字
の
研

究

石

川
倉
次
先

生
伝
抜
率
、
当
用
漢
字
音
訓
表
、

簡
明
小
辞
典
全
八
巻
、
学
習
百
科

事
典
全
二
十
七
巻
。

こ
れ
ら
の
点
字
図
書
は
福
重
出

張
所
内
の
図
書
室
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
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